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1. はじめに

　人は問題にぶつかった時，自分ひとりでは

解決できそうにないと判断すると，他者に助

けを求める．他者に援助を求めることは，心

理学では「援助要請 ( help-seeking）」という

概念で 1970 年代後半から研究され始めた 1）．

メンタルヘルス領域での援助要請の動向につ

いて，森岡 2）は要因分析研究（被援助志向性・

被援助行動の測定と被援助志向性・被援助行

動を説明する要因）とプロセス研究に分類さ

れると述べている．

　なお水野ら 3）は，「被援助志向性」を，個

人が，情緒的，行動的問題および現実生活に

おける中心的な問題で，職業的な援助者およ

びインフォーマルな援助者に援助を求めるか

どうかについての認知的枠組みと定義してい

る．

　また援助要請は，精神疾患に関する認識や

管理，予防するための援助についての知識や

態度を意味するメンタルヘルス・リテラシー

の構成要素の一つでもある．

　このように援助要請についてはこれまで

様々な研究がなされ，重要性も明らかになっ

ている．しかし竹ヶ原 4）が指摘するように，

援助要請を促進する方法は明らかになってい

ない．

　他者に助けを求める 1 つの手段である「他

者への相談」について，平成 2 4 年労働者健

康状況調査 5）によると，約 1 0 % の労働者が
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現在の自分の仕事や職業生活での不安，悩

み，ストレスについて「相談できる人はいな

い」と回答している．さらに平成 2 5 年度の

我が国と諸外国の若者の意識に関する調査 6）

によると，日本の若者の約 1 5 % が悩みや心

配事があっても「だれにも相談しない」と回

答している．このように「他者への相談」が

困難な人も存在している．

　また松本 7）が，自傷する若者の多くが誰

にも相談することなく，周囲に内緒で自傷行

為を繰り返していると指摘するように，危機

的状況に陥っても他者への助けを求められ

ず，危機的状況から脱することができない人

もいる．

　これらのことから，援助要請を促進するこ

とは，深刻な危機的状況に対する対応の観点

からも重要であると考える．

　そこで本研究では，援助要請に関連する要

因を文献レビューから明らかにし，援助要請

を促進するための示唆を得ることを目的とす

る．

2. 研究方法

2.1. 用語の定義

　h e l p - s e e k i n g は日本語で「援助要請」や

「援助希求」と訳されることが多い．本研究

では援助要請と援助希求を同義と解釈し，援

助要請（h e l p - s e e k i n g）を本田 1）が述べる，

「自分ひとりでは解決できそうにないと判断

し，他者に助けを求めること」と定義する．

2.2. 文献検索方法

　文献検索は医学中央雑誌 w e b 版を使用し，

2 0 1 6 年 5 月 2 7 日に実施した．まずキーワー

ドを「援助要請」としたところ 11 6 文献が

該当し，さらに原著論文での絞り込みで 5 9
文献となった．同様にキーワードを「援助希

求」としたところ 5 3 文献が該当し，さらに

原著論文での絞り込みで 2 4 文献となった．

これら 8 3 文献の中から英文献，総説，報告，

資料と論文のページ数が 4 ページ以下のも

の，研究結果で援助要請について述べられて

いないもの，対象者が援助要請を受ける側で

あったものを除いた 2 7 文献を分析対象文献

とした．

2.3. 倫理的配慮

　文献の著作権を侵害することがないよう留

意し，出典を明記した．また引用は原則とし

て原文を用い，要約に当たっては原文の意味

を損ねることのないよう留意した．

2.4. 分析方法

　分析対象文献となった 2 7 文献の研究目的，

研究方法，結果，考察を叙述的に整理した上

で，援助要請者と援助要請相手を整理した．

そして，3 文献以上で研究対象となっていた

「中学生・高校生」，「大学生」，「看護師」，「患

者」を取り上げ，援助要請に関連する要因の

特徴や傾向を整理した．

　文献での説明で〈 [ 数字 ]〉で示した数字

は巻末に示した文献番号である．またデータ

の原文を補うために（  ）で説明を加えた．

なお【  】， [  ]，＜  ＞で示した部分は，文献

の原文で使用されたものである．

3. 結果

3.1. 援助要請者と援助要請相手について

　分析対象となった 2 7 文献の援助要請者と

援助要請相手は，表 1 に示すとおりであった．

3.2.1. 中学生・高校生

　2 7 文献のうち，中学生・高校生が対象と

なっている文献は，3 文献であった．中学生

のみを対象としている文献〈 [ 2 3 ]〉，高校生

のみを対象としている文献〈 [ 2 ]〉，中学生・

高校生を対象としている文献〈 [ 3 ]〉と，そ

れぞれ 1 文献ずつであった．
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3.2.2.	中学生・高校生の援助要請に関連す

る要因

　中学生・高校生の援助要請に関連する要因

は，性差，相談相手，心の健康度，専門職と

のかかわりの 4 項目に整理された．

(1) 性差

　男子より女子の方が有意（p < 0 . 0 0 1）に

人に助けを求めやすい〈 [ 2 ]〉，男子より女子

の方が有意（p < 0 . 0 5）に相談する者が多い

〈 [ 2 3 ]〉， 男 子 よ り 女 子 の 方 が 有 意

（p < 0 . 0 0 1）に似た経験を持つ人に相談する

〈 [ 2 ]〉，男子より女子の方が有意（p < 0 . 0 0 1）

に自分の状況について他者に話す〈 [ 2 ]〉，女

子よりも男子の方が心を打ち明ける人が少な

い〈 [ 2 ]〉という結果であった．

(2) 相談相手

　 相 談 の 実 態 と し て は， 相 談 す る 者 は

5 2 . 0 %，相談しない者は 4 6 . 0 %〈 [ 2 3 ]〉，心

をうちあける対象がいない者は 8 . 5 %〈 [ 2 ]〉
と い う 結 果 で あ っ た． 相 談 相 手 と し て は，

「親」が最も多い〈 [ 2 3 ]〉，心をうちあける

対象は「友人」5 1 . 7 %，「親」3 1 . 7 %〈 [ 2 ]〉
という結果であった．さらに，家族や友人な

どの気持ちを分かち合える人に話す傾向が高

い人は自分の状況を他者に話す傾向が強い

〈 [ 2 ]〉，家族の理解のある者のほうが家族の

理解のない者よりも有意（p < 0 . 0 0 1）に相

談する者が多い〈 [ 2 3 ]〉という結果もあった．

(3) 心の健康度

　文部科学省「児童生徒の心の健康と生活習

慣に関する調査」を用いた調査〈 [ 2 3 ]〉の

結果，心の健康の平均得点は相談する者の方

が有意（p < 0 . 0 1）に高く，心の健康の自己

効力感と不安傾向は，相談する者の方が平均

得点は有意（p < 0 . 0 1）に高かった．

3 
 

表 援助要請者・援助要請相手

心をうちあける対象は「友人」51.7%，「親」

31.7%〈 [2]〉という結果であった．さらに，家

族や友人などの気持ちを分かち合える人に話

す傾向が高い人は自分の状況を他者に話す傾

向が強い〈 [2]〉，家族の理解のある者のほうが  
家族の理解のない者よりも有意 (p<0.001)に相

談する者が多い〈 [23]〉という結果もあった．

心の健康度

文部科学省「児童生徒の心の健康と生活習慣

に関する調査」を用いた調査〈 [23]〉の結果，

心の健康の平均得点は相談する者の方が有意

(p<0.01)に高く，心の健康の自己効力感と不安

傾向は，相談する者の方が平均得点は有意

(p<0.01)に高かった．

専門職とのかかわり

水野・山口・石隈による中学生を対象とした

被援助志向性尺度をもとに，スクールカウンセ

ラーへの援助要請抵抗感尺度を作成し，因子分

析を行った研究〈 [3]〉の結果，下位尺度の一つ

として，スクールカウンセラーによる援助につ

いて肯定的に捉えているかに関する「援助肯定」

については，スクールカウンセラーの顔を知っ

ている生徒，スクールカウンセラーへの相談経

験がある生徒の方が，そうでない生徒よりも援

助肯定の得点が高いこと，スクールカウンセラ

ーとのかかわりが一義的に肯定的に関連する

わけではない可能性が示唆されたと述べられ

ていた．  
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(4) 専門職とのかかわり

　水野・山口・石隈による中学生を対象とし

た被援助志向性尺度をもとに，スクールカウ

ンセラーへの援助要請抵抗感尺度を作成し，

因子分析を行った研究〈 [ 3 ]〉の結果，下位

尺度の一つとして，スクールカウンセラーに

よる援助について肯定的に捉えているかに関

する「援助肯定」については，スクールカウ

ンセラーの顔を知っている生徒，スクールカ

ウンセラーへの相談経験がある生徒の方が，

そうでない生徒よりも援助肯定の得点が高い

こと，スクールカウンセラーとのかかわりが

一義的に肯定的に関連するわけではない可能

性が示唆されたと述べられていた．

3.3.1．大学生

　2 7 文献のうち，大学生が対象となってい

る文献は，9 文献〈 [ 1 ]，[ 4 ]，[ 7 ]，[ 11 ]，[ 1 9 ]，
[ 2 1 ]， [ 2 2 ]， [ 2 5 ]， [ 2 7 ]〉であった．

3.3.2．大学生の援助要請に関連する要因

　大学生の援助要請に関連する要因は，性

差，援助要請相手，情報，問題の認知，症状

との関連，援助要請に対する抵抗感の低さ，

自尊心への脅威，援助要請不安の 8 項目に

整理された．

(1) 性差

　家族に対する援助要請行動を測定するため

の尺度を用いた文献〈 [ 1 ]〉では，男性より

女性のほうが有意に家族に対する援助要請行

動は高く，男性より女性の方が友人からの

ソーシャルサポートを有意（p < . 0 1）に受け

ていた．また男性より女性の方が家族からの

ソーシャルサポートを有意（p < . 0 1）に受け

ており，男性は家族への援助要請行動が高い

と被援助志向性が女性より高くなると述べら

れていた．

(2) 援助要請相手

　心理的サポートに関する援助要請行動の意

思 決 定 要 因 に つ い て 質 的 に 分 析 し た 文 献

〈 [ 2 2 ]〉では，援助要請をすること自体や相

談の中身が呈示したい自己イメージとずれれ

ば【理想的自己イメージの喪失】が起こり，

これまで呈示してきた自己のイメージとずれ

る場合には，相手の欲求を自分の態度に反映

しきれないため【今後の関係への不安】が生

じると述べられていた．またソーシャルサ

ポートは家族や友人の援助要請行動を促進さ

せる〈 [ 1 ]〉と述べられていた．

（3）情報

　精神疾患や精神医療についての情報やその

入手方法に関する援助資源情報を提供した群

は，情報提供後に精神科への受診意図が高く

なった〈 [ 4 ]〉，援助要請や予後に関する認識

の上ではその時点の抑うつ症状だけでなく，

抑うつ症状の経過に関する情報が利用されて

いると考えられた〈 [ 2 5 ]〉と述べられていた．

（4）問題の認知

　悩みの存在が援助要請意図に影響を及ぼす

と示唆された〈 [ 11 ]〉，学生相談室で最も相

談できる問題は学業・進路の問題であると認

知されている〈 [ 2 7 ]〉，日常生活の問題は最

も相談できる内容として認知されていない

〈 [ 2 7 ]〉，問題が学生相談室で相談できる内

容であると認知していることが重要である

〈 [ 2 7 ]〉と述べられていた．

(5) 症状との関連

　実際の抑うつ症状の経過には波があるた

め，症状の波が援助要請や予後に関する認識

を妨害する可能性が考えられた〈 [ 2 5 ]〉，発

達障害（A D H D と A S D）傾向が高いものに

おいては，中程度に自立的な援助要請を行う

方が，自立的な援助要請をあまり行わない者

よりもストレス反応が有意に高い〈 [ 1 9 ]〉，
（自分がその状況にあったと想像する）自分

条件よりも（友人がその状況にあったと想像

する）友人条件において援助要請が高く認定

される傾向が認められた〈 [ 2 5 ]〉と述べら

れていた．
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(6) 援助要請に対する抵抗感の低さ

　援助要請に対する態度は，援助に対する抵

抗感の低さと近い関係にある〈 [ 7 ]〉という

結果であった．

(7) 自尊心への脅威

　援助要請を勧める行動自体が自尊心への脅

威を孕む可能性が考えられる〈 [ 2 5 ]〉と述

べられていた．

(8) 援助要請不安

　援助要請不安は援助要請意図に影響を及ぼ

していると示唆された〈 [ 11 ]〉と述べられて

いた．

3.4.1. 看護師

　2 7 文献のうち，看護師が対象となってい

る文献は，5 文献〈 [ 1 4 ]，[ 1 5 ]，[ 1 6 ]，[ 1 7 ]，
[ 2 6 ]〉であった．

3.4.2. 看護師の援助要請に関連する要因

　看護師の援助要請に関連する要因は，偏

見，看護師としての守秘義務，問題の認識，

経験年数の影響，抵抗感・羞恥心・負担感，

援助要請相手へのポジティブなイメージ，援

助要請相手への信頼・期待，援助要請相手へ

の疑問・不信，周囲への理解の 9 項目に整

理された．

(1) 偏見

　心理専門職に対する援助要請行動に関連す

る要因を K J 法を用いてカテゴリー化した文

献〈 [ 1 5 ]〉（以下、文献〈 [ 1 5 ]〉とする）では，

[ 偏見 ] として，世間に心理や精神といった

用語や領域に対する偏見があること，精神疾

患や心理的問題への偏見があることが挙げら

れていた．

　また心理的援助に対する汚名や偏見が高い

ほ ど， 援 助 に 対 す る 心 配 や 羞 恥 が 有 意

（p < . 0 0 1）に高まり，またコンサルテーショ

ン要請は低下する〈 [ 1 6 ]〉という結果であっ

た．

(2) 看護師としての守秘義務

　文献〈 [ 1 5 ]〉では，【専門職としての守秘

義務違反のおそれ】として，仕事の内容につ

いては自身が看護師としての守秘義務を負っ

ているため相談できないことが挙げられ、仕

事に関する相談は守秘義務を伴うため話せな

いという認識は，援助要請行動を抑制してし

まう可能性があると述べられていた．

(3) 問題の認識

　文献〈 [ 1 5 ]〉において， [ 重大性の認識 ]
として表現されていたのは，本当に困ってい

る，悩んでいる，どうにもできない，など問

題の重大性の捉え方であり， [ 解決能力欠如

に対する引け目 ] として，悩んだり相談した

りすることは弱さや敗北であるという認識で

あると述べられていた．

　さらに暴力に対する問題は，特に上司に対

し生起されにくい〈 [ 1 4 ]〉ことが示されて

いた．

(4) 経験年数の影響

　（看護師の）経験年数が長いとコンサル

テーションに関する援助要請意図が高いこと

〈 [ 1 7 ]〉，経験年数が少ないと，汚名に対す

るおそれをより感じている〈 [ 2 6 ]〉ことが

示されていた．

(5) 抵抗感・羞恥心・負担感

　文献〈 [ 1 5 ]〉において， [ 自己開示への抵

抗感・羞恥心 ] として，自分のことを話した

り知られたりすることへの恥ずかしさや，自

分の本心や悩みを話したり知られたりするこ

とへの抵抗感，話したくなさや知られたくな

さなど自分について隠したい傾向が表現され

ていた．また [ 回避 ] では，問題と向き合う

ことへのためらいやおそれ，あきらめなどが

表されており〈 [ 1 5 ]〉， [ 金銭や時間を犠牲

にすることへの負担 ] では，お金を払って相

談することへの抵抗感や，仕事を休むなど時

間 を 割 い て 相 談 に 行 く こ と へ の 負 担 感

〈 [ 1 5 ]〉が述べられていた．

　さらに援助に対する心配と羞恥が高いほ
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ど，援助についての情報欠如が有意（p < . 1 0）

に高まる〈 [ 1 6 ]〉という結果であった．

(6) 援助要請相手へのポジティブなイメージ

　心理専門職に対して肯定的なイメージや親

しみやすいイメージを持っていると，援助要

請しようという意図が高くなる〈 [ 1 7 ]〉と

述べられていた．

(7) 援助要請相手への信頼・期待

　文献〈 [ 1 5 ]〉において， [ 心理職 ･ 心理相

談への期待・信頼 ] として，相談の専門家で

ある心理職への信頼や，プライバシーが守ら

れることへの安心感，第三者で利害関係や先

入観がないこと，（心理職に）受容してもら

うことや助言，解決策をもらうことへの期

待，（心理）相談を通して自己理解の促進，

問題の解決，改善への期待などが挙げられて

いた．また [ 過去の肯定的な相談経験の活用 ]
では，過去に相談して良かった，安心したな

どの理由で，問題解決に当たって心理職や心

理相談を利用したいという気持ちが表現され

ていた〈 [ 1 5 ]〉．
　さらに専門的援助に対する信頼が高いほ

ど，カウンセリング要請やコンサルテーショ

ン要請が高まる〈 [ 1 6 ]〉と述べられていた．

(8) 援助要請相手への不信・疑問

　文献〈 [ 1 5 ]〉において， [ 心理職 ･ 心理相

談への疑問 ･ 不信 ] として，そもそも心理職

について知らない，わからないといった疑

問，理解や共感，相談の効果に対する疑問や，

信頼できるか信用できるかといった不安，心

理職に対する知識がないことからくる不安な

どが表されており，これらの疑問や不信があ

る場合，援助要請は抑制される傾向が推測さ

れると述べられていた．

(9) 周囲の理解

　文献〈 [ 1 5 ]〉において， [ 周囲の理解 ] と

して，心理職が身近にいたり，周囲の人が心

理職に相談したりする環境であれば援助要請

行動に対して肯定的になることが予想され

る，また相談することが周りにどう思われる

か不安だったり，周囲が否定的だったりする

と，援助要請を控える傾向につながる可能性

があると述べられていた．さらに職場の上司

や同僚から心理専門職への相談を勧められて

いると感じているほど（援助要請）意図が高

い〈 [ 2 6 ]〉ことが示されていた．

3.5.1. 患者

　2 7 文献のうち，患者が対象となっている

文献は 4 文献〈 [ 8 ]，[ 9 ]，[ 1 2 ]，[ 1 3 ]〉であっ

た．

3.5.2. 患者の援助要請に関連する要因

　患者の援助要請に関連する要因は，症状と

の関連，周囲への気遣い，援助要請者の特性，

依頼のためらい，援助を受けた結果に基づく

もの，援助要請相手の特性の 6 項目に整理

された．

(1) 症状との関連

　看護における患者の援助要請生起プロセス

を質的に分析した研究〈 [ 9 ]〉（以下，文献

〈 [ 9 ]〉とする）では，【困難の自覚】は患者

が苦痛を自覚して発生した，【困難の査定】

は困難の程度によって援助要請の意思が検討

されると述べられていた．

　また患者と看護師間における援助要請行動

を質的に分析した研究〈 [ 1 2 ]〉では，患者

による援助要請の内容として【苦痛の訴え】，

【与薬の依頼】，【体位変換の依頼】を上げて

いた．

　さらに男性入院患者の看護師への援助要請

に伴う心理プロセスを質的に分析した研究

〈 [ 1 3 ]〉（以下，文献〈 [ 1 3 ]〉とする）の中で，

【依頼の当然さ】は＜苦痛時の依頼の即断＞

と＜自力で動けないときの依頼の即断＞の 2
概念からなると述べられていた．

(2) 周囲への気遣い

　文献〈 [ 1 3 ]〉の中で，【依頼の遠慮】は＜

他患者への気遣いによる依頼の遠慮＞などの

概念からなると述べられていた．
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(3) 援助要請者の特性

　申し訳なさを感じやすい人は，看護ケアの

提供を受ける利益よりも，ケアを依頼する際

の 損 失 を よ り 強 く 感 じ る タ イ プ で あ る

〈 [ 8 ]〉，積極的に他者と打ち解けようとする

人や自尊感情の高い人は援助要請しやすい

〈 [ 8 ]〉と述べられていた．また文献〈 [ 9 ]〉
では【患者の個人特性】のサブカテゴリーは

＜主張する性格＞＜主張しない性格＞＜人に

頼らない性格＞で構成されると述べられてい

た．

(4) 依頼のためらい

　文献〈 [ 1 5 ]〉の中で，【依頼の戸惑い】は

＜頼んでいいかどうかの判断の迷い＞と＜羞

恥心によるためらい＞の 2 概念からなると

述べられていた．

(5) 援助を受けた結果に基づくもの

　文献〈 [ 1 3 ]〉の中で，【依頼の気安さ】は

＜看護師からの声かけによる頼みやすさ＞な

どの概念からなり，【依頼への抵抗感】は＜

訴えを聞かない態度への腹立たしさ＞などの

概念からなると述べられていた．

(6) 援助要請相手の特性

　文献〈 [ 9 ]〉では，【援助者の個人特性】と

して，看護師の印象や性格などの個人特性が

検討されて援助要請の可否を判断するもので

あると述べられていた．

4. 考察

　援助要請者と援助要請相手の傾向について

記し，次に「中学生・高校生」，「大学生」，「看

護師」，「患者」それぞれの援助要請に関す

る影響要因の特徴について述べる．

4.1. 援助要請者と援助要請相手の傾向

　援助要請者の年齢は，中学生から中年期女

性と幅広かった．また職種は，看護師や教師

といった限定されたものもあれば，労働者と

幅広いものもあった．さらに患者や遺族な

ど，特定の状況にあるものもあった．

　分析対象 2 7 文献のうち，援助要請者が「大

学生」のものが 9 文献と最も多く，「看護師」

が 5 文献，「患者」が 4 文献，「中学生・高

校生」が 3 文献と続いていた．援助要請相

手については，「専門職」が 11 文献と最も

多く，「家族」が 7 文献，「友人」が 6 文献，「看

護師」が 4 文献と続いていた．

4.2.1. 中学生・高校生の特徴

　分析対象文献が 3 文献と少なかったもの

の，中学生・高校生では，女子は男子より援

助要請しやすいという特徴があることが明ら

かになった．本田 1）は，中学生の女子の方

が男子よりも相談する生徒が多い背景には，

援助要請に対する期待感の高さが特に影響し

ている，と指摘している．したがって性別は

援助要請に影響する一つの要因であると考え

る．

　さらに，中学生・高校生の主な相談相手と

して，「家族」と「友人」があげられていた．

「家族」や「友人」は中学生・高校生の身近

な存在であるため，相談相手として選択しや

すい．しかし中学生・高校生年代は思春期と

重なり，思春期には特に大人との関係に変化

が生じる．服部 8）が，思春期の若者は今ま

で従属してきた大人（ことに親）から心理的

に離れる，と指摘するように，「家族」が主

な相談相手ではなくなることも考えられる．

もしも，「家族」以外に相談相手がいない場

合，援助要請が困難となり，危機的状況に陥

りやすくなることが想定される．したがっ

て，中学生・高校生に関しては，援助要請相

手が援助要請に影響する要因の一つになると

考えられる．

　そして「家族」が援助要請相手でなくなる

ことを予測して，早期から援助要請すること

は大切であり，相談窓口などの情報提供や援

助要請相手になることのできる大人の例（学

校関係者や地域の大人など）を提示する必要
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がある．それに加えて中学生や高校生の周囲

にいる大人に，この年代の子どもは大人に援

助要請しにくい状況があることと，精神的に

不安定になりやすいことを踏まえ、子どもの

小さな変化もキャッチできるような環境調整

を依頼していく必要があると考える．

　また今回は「中学生・高校生」をまとめて

文献を整理したが，本田 9）は，援助要請態

度が児童期から思春期にかけて複雑化する可

能性を指摘している．したがって今後は中学

生と高校生を分け、援助要請の発達的変化を

明確にし、それぞれの年代にあわせた援助要

請の促進方法を検討していく必要があると考

える．

4.2.2. 大学生の特徴

　大学生も中学生・高校生と同様に，女性は

男性より援助要請しやすいという特徴がある

と明らかになった．竹ヶ原 4）は，男性にとっ

て他者に援助を要請することは抵抗感を感じ

るものであり，困難なことがうかがえる，と

指摘している．しかし森岡 2）は，援助要請

に関しての性差には一致した結果は得られて

いない，と指摘している．したがって女性は

男性より援助要請しやすいという特徴は，中

学生・高校生と大学生など，限られた対象に

のみ当てはまるという可能性も考えられる．

　また大学生の援助要請者相手も中学生・高

校生と同様に，「家族」や「友人」があげら

れていた．しかし大学生の場合は，援助要請

後の援助要請相手との関係の変化についてあ

げられていたのが特徴である．竹ヶ原 4）は，

親しい他者における援助要請は，それまで築

いてきた関係や今後の関係に影響を与える可

能性があるため，専門家への援助要請とは異

なる点で困難を感じることが予測されると指

摘している．したがって，援助要請相手が家

族や友人という身近な存在である場合，その

関係性が援助要請を抑制する要因の一つにな

ることも考えられる．

4.2.3. 看護師の特徴

　看護師の特徴としては，まず「偏見」があ

げられた．友安ら 10）は，精神科看護師の就

労意識に対するアンケート調査の中で，全体

の約 4 割が身近な人から精神科勤務につい

て否定的な体験を受けており，そのほとんど

が職業や疾患に対する偏見や差別的な体験

だった，と指摘している．このように精神疾

患に対する偏見は看護師にとっても否定的な

体験となる．したがって，「偏見」も援助要

請の抑制要因の一つになり得ると考える．

　さらに看護師の特徴として，「看護師とし

ての守秘義務」があった．これについては勝

眞ら 11）が，看護師は個人情報の漏洩を防止

するために，情報の他言を規制する意識が強

化されており，援助を求めることにも抑制が

かかっている，と指摘しているように看護師

の守秘義務も援助要請を抑制する要因の一つ

と考えられる．

4.2.4. 患者の特徴

　患者は，患者自身が持つ症状を援助要請の

判断材料としていたことが特徴としてあげら

れる．そして患者の場合は，他の援助要請者

の場合と異なり，日々ケアを受けているた

め，援助要請した結果をすぐに評価できる．

そのため，援助要請した結果の評価がポジ

ティブであった場合は，次の援助要請の促進

要因となり，援助要請した結果の評価がネガ

ティブであった場合には，次の援助要請の抑

制要因となると考える．森岡 2）は，援助要

請をプロセスとして捉える視点が重要だと述

べているが，このように援助要請した結果の

評価は，次の援助要請に影響を与えるため，

援助要請をサイクルと捉えることも必要であ

ると考える．

　また患者は，自分自身や援助要請相手であ

る看護師に対することだけでなく，他の患者

のことなどの「周囲への気遣い」もしている

ことが特徴としてあげられる．河合ら 12）は，
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日本の社会では『お察しする』ということが

できなければ，日常的な社会生活は送ってい

けない，と述べている．この日本の『察する』

という文化が，「周囲への気遣い」につなが

り，援助要請の抑制要因の一つになっている

と考えられる．

5. おわりに

　援助要請者と援助要請相手の傾向と，援助

要請に関する影響要因について，「中学生・

高校生」，「大学生」，「看護師」，「患者」の

特徴について整理した．その結果，性差，問

題の認知，援助要請者の特性，援助要請相手

の特性などについて，その特徴が整理され

た．その中で援助要請を抑制する要因が複数

整理された．しかしこれらの抑制要因を取り

除くだけでは，援助要請は促進されないと考

える．なぜなら本研究において患者の特徴の

中の「援助を受けた結果に基づくもの」のよ

うに、一つの影響要因でも状況によって促進

要因にも抑制要因にもなり得るものもあるか

らである．したがって援助要請の影響につい

て，今後さらに文献数を増やして検討し，援

助要請を促進する方法を検討する必要がある

と考える．

　また今回，「中学生・高校生」と「大学生」

で異なる特徴が整理された．さらに中学生と

高校生を分けて各々の特徴を整理する必要が

あることが示唆された．今後は援助要請の影

響要因が成長の過程でどのように変化してい

くのか，援助要請を促進するために看護の視

点からできることについて検討していきた

い．
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